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小
学
校
教
科
書
『
讀
書
入
門

（
明
治
十
九
年
刊
）
に
お
け
る

』

「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
「
五
十
音
図
」
へ
の
転
換
理
由

佐

々

木

勇

〇〇
、、
本本
稿稿
のの
目目
的的

「

」

、

。

五
十
音
図

は

現
行
の
小
学
校
一
年
生
国
語
教
科
書
に
必
ず
掲
載
さ
れ
る

そ
の
歴
史
は
古
く
、
十
世
紀
末
頃
の
写
本
が
現
存
す
る
。
悉
曇
学
（
梵
字
・
サ
ン

（
１
）

し
つ
た
ん
が
く

ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
関
す
る
学
問
）
の
中
で
生
ま
れ
、
日
本
語
音
韻
の
図
表
と
し
て

発
展
し
、
現
代
に
至
る
。

一
方

「
い
ろ
は
歌

（
第
二
節
に
掲
げ
る
）
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
金

、

」

光
明
最
勝
音
義
』
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
鈔
本
に
書
写
さ
れ
た
も
の
が
最
古
で

あ
り
、
仮
名
文
字
の
一
覧
と
し
て
、
明
治
時
代
以
降
も
使
用
さ
れ
た
。

現
在
で
は
、
国
語
辞
典
の
見
出
し
語
配
列
は
、
五
十
音
順
以
外
に
は
考
え
が
た

い
。し

か
し
、
院
政
末
期
成
立
の
『
色
葉
字
類
抄
』
以
来
、
い
ろ
は
順
配
列
が
長
く

続
い
た
。
五
十
音
順
配
列
の
最
初
は
、
一
四
八
四
年
成
立
『
温
故
知
新
書
』
で
あ

り
、
定
着
の
き
っ
か
け
は
、
大
槻
文
彦
『
言
海
』
の
一
八
八
九
―
一
八
九
一
年
の

刊
行
で
あ
っ
た
。

（
２
）

、

、「

」

児
童
へ
の
文
字
指
導
に
お
い
て
も

明
治
時
代
に
入
っ
て
な
お

い
ろ
は
歌

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
「
小
學
校
教
則
綱
領
」

（
文
部
省
達
第
十
二
号
）
の
第
十
一
条
（
第
三
章

小
學
各
等
科
程
度
）
は
、
左

の
と
お
り
で
あ
る
（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同

。
）

第
十
一
條

讀
書

讀
書
ヲ
分
テ
讀
方
及
作
文
ト
ス

初
等
科
ノ
讀
方
ハ
伊
呂
波
、
五
十
音
、
濁
音
、
次
清
音
、
假
名
ノ
單
語
、

短
句
等
ヨ
リ
始
メ
テ
假
名
交
リ
文
ノ
讀
本
ニ
入
リ
兼
テ
讀
本
中
緊
要
ノ
字

句
ヲ
書
取
ラ
シ
メ
詳
ニ
之
ヲ
理
會
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
務
ム
ヘ
シ

（
略

。

。

）

初
等
教
育
に
お
い
て

「
い
ろ
は
歌
」
先
習
か
ら
「
五
十
音
図
」
先
習
に
転
換

、

し
た
の
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
刊
の
小
学
校
教
科
用
書
・
文
部
省

編
輯
局
『
讀
書
入
門

（
よ
み
か
き
に
ゅ
う
も
ん
）
で
あ
っ
た
。

』

「
五
十
音
図
」
と
「
い
ろ
は
歌
」
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
、
専

書
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）

し
か
し

『
讀
書
入
門
』
で
「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
「
五
十
音
図
」
に
転
換
し
た

、

理
由
は
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

讀
書
入
門

は

そ
れ
ま
で
の
日
本
の
国
語
教
育
と
は
異
な
り

児
童
に

観

『

』

、

、

「

念
」
を
形
成
し
、
そ
れ
を
言
語
と
し
て
発
音
さ
せ
た
後
、
文
字
を
教
え
る
と
い
う

教
育
の
順
序
を
採
用
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
教
育
方
針
の
転
換
こ
そ
が

「
五
十
音
図
」
へ
の
転
換
理
由

、

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

一一
、、
先先
行行
研研
究究
とと
未未
解解
決決
のの
課課
題題

井
上
赳
『
小
學
讀
本
編
纂
史

（

岩
波
講
座

国
語
教
育
」
一
九
三
七
年
、

』
「
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岩
波
書
店
）
は
、
明
治
十
九
年
刊
『
讀
書
入
門
』
に
つ
い
て

「
實
に
空
前
の
編

、

著
で
あ
り

爾
來
約
四
十
年

讀
本
編
纂
の
基
礎
を
定
め
た
も
の
で
あ
つ
た

二

、

、

」（

四
頁

「
在
來
の
讀
本
が
專
ら
讀
む
こ
と
を
主
と
し
て
ゐ
た
の
に
対
し
、
讀
み

）
、

書
き
を
併
行
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
は
、
實
に
教
育
上
の
新
し
い
觀
點
に
立
つ

も
の

（
二
五
頁

、
と
評
し
た
。

」

）

『
讀
書
入
門
』
は
、
諸
点
に
お
い
て
画
期
的
な
国
語
教
科
書
で
あ
っ
た
。

小
学
読
本
便
覧

第
二
巻

一
九
七
八
年

武
蔵
野
書
院

古
田
東
朔

解

『

』（

、

）

「

説
」
は

『
讀
書
入
門
』
の
五
十
音
図
に
着
目
し
、
次
の
ご
と
く
に
述
べ
る
。

、
「

」

、「

」

。

五
十
音
図

を
正
面
に
出
し

い
ろ
は

の
扱
い
を
後
退
さ
せ
て
い
る

「
教
則
綱
領
」
で
は
「
伊
呂
波
、
五
十
音
」
と
い
う
順
に
あ
げ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
そ
の
順
に
従
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い

「
い
ろ
は
図
」

。

は
巻
末
に
至
っ
て
よ
う
や
く
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
読
本
に

比
べ
て
、
大
き
い
変
革
で
あ
る
。

吉
田
裕
久
「
近
代
国
語
教
科
書
の
研
究

―
『
読
書
入
門

（
明

）
に
つ
い

』

19

て
―

（

愛
媛
国
文
と
教
育
」

・

、
一
九
八
三
年
七
月
）
は
、
五
十
音
図

」
「

14

15

が
優
勢
と
な
る
根
底
に
次
の
事
情
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
と
し
て

『
国
語
学
大
辞

、

典

（
一
九
八
〇
年
、
東
京
堂
出
版
）
の
「
五
十
音
図
」
の
記
述
を
引
用
す
る
。

』
そ
の
配
列
は
、
発
音
の
共
通
性
に
従
っ
て
同
行
・
同
段
を
作
る
も
の
で
、
か

つ
、
行
・
段
と
も
に
五
字
ず
つ
に
区
切
っ
て
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

い
ろ
は
よ
り
は
は
る
か
に
組
織
的
で
、
記
憶
す
る
の
に
便
利
で
あ
り
、
通
時

的
な
音
韻
変
化
や
活
用
そ
の
他
の
語
形
交
替
な
ど
を
説
明
す
る
の
に
有
効
な

原
理
と
し
て
な
お
利
用
さ
れ
る
面
が
大
き
い
。

（
林
大
執
筆
部
分
）

馬
渕
和
夫
『
五
十
音
図
の
話

（
一
九
九
三
年
、
大
修
館
書
店
）
に
も
、
明
治

』

に
お
け
る
「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
「
五
十
音
図
」
へ
の
転
換
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
発

言
が
有
る
。

文
字
列
と
し
て
は
「
い
ろ
は
」
で
充
分
な
の
に
、
な
ぜ
「
五
十
音
図
」
を
出

さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

「
五
十
音
図
」
は
音
を

、

教
え
る
も
の
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
の
が
せ
な
い

（

頁
）

。

26

だ
が

「
文
字
列
」
で
あ
る
「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
、
発
音
に
基
づ
い
て
組
織
的

、

に
並
べ
た
「
五
十
音
図
」
へ
の
転
換
が
、
な
ぜ
ほ
か
な
ら
ぬ
『
讀
書
入
門

（
明

』

治
十
九
年
）
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
か
は
、
疑
問
の
ま
ま
残
っ
た
。

こ
の
問
い
を
解
こ
う
と
し
た
の
が
、

「
日
本
の
近
代

A
ttanayake

Priyanthika

国
語
教
育
に
お
け
る
五
十
音
図
の
役
割

―
明
治
期
の
国
語
教
科
書
を
中
心
に

―

（

名
古
屋
言
語
研
究
」
５
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で

」
「

は

「
初
等
国
語
教
育
に
お
け
る
「
音
」
中
心
の
教
育
へ
の
転
換
が
片
仮
名
と
五

、
十
音
図
の
位
置
づ
け
に
も
大
き
く
影
響
し
た

（

頁
「
要
旨

）
と
す
る
。
論

」

」

15

文
の
「
終
わ
り
に

（

頁
）
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

」

27

初
等
国
語
教
育
で
は
「
音
」
中
心
の
教
育
に
転
回
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
背

景
に
は
ド
イ
ツ
の
国
語
教
科
書
の
方
針
が
あ
る

つ
ま
り

絵
に
よ
っ
て

も

。

、

「

の
の
観
念
」
を
知
り
、
そ
れ
を
言
語
に
し
て
「
言
葉
」
を
「
発
音
」
し
、
書

く
た
め
に
「
文
字
」
を
学
習
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る

（
以
下
、
略

。

。

）

右
の
と
お
り

「
観
念

「
発
音

「
文
字
」
の
順
で
教
え
る
「
ド
イ
ツ
の
国
語

、

」

」

教
科
書
の
方
針
」
が
背
景
に
有
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら

「

音
」
中
心
の
教

、
「

育
」
に
転
換
し
た
、
と
す
る
。

（
４
）

し
か
し

「
ド
イ
ツ
の
国
語
教
科
書
」
も

『
讀
書
入
門
』
も

「

音
」
中
心

、

、

、
「

の
教
育
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
教
科
書
で
は
な
い

「
観
念

「
理
解
」
が
始

。

」

め
に
あ
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
。

『
讀
書
入
門
』
に
お
い
て
「
五
十
音
図
」
が
選
択
さ
れ
た
理
由
を
解
明
す
る
に

は
、
ま
ず

『
讀
書
入
門
』
の
根
底
に
あ
る
教
育
観
を
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば

、

な
ら
な
い
。

そ
の
上
で
、
そ
の
教
育
観
か
ら
生
ま
れ
た
、
観
念
→
言
語
音
→
文
字
の
読
み
・

書
き
の
順
の
教
授
法
に
お
い
て

「
い
ろ
は
歌
」
で
は
な
く

「
五
十
音
図
」
が

、

、
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選
択
さ
れ
た
理
由
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

二二

『『
讀讀
書書
入入
門門

（（
明明
治治
十十
九九
年年
））
のの
変変
革革

、、

』』

画
期
的
な
教
科
書
『
讀
書
入
門
』
は

『
日
本
教
科
書
大
系

近
代
編

第
４

、

巻

国
語
（
二

（
一
九
六
四
年
、
講
談
社
）
や
『
小
学
読
本
便
覧

第
二
巻
』

）
』

（
一
九
七
八
年
、
武
蔵
野
書
院
）
に
、
そ
の
全
文
が
収
載
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
で
、
全
文
の

画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
今
、
明
治
十
七
年
の
『
讀
方
入
門
』
を
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
明
治
十
九
年
『
讀
書
入
門
』
を
東
京
学
芸

大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
公
開
画
像
か
ら
引
用
す
る
。

（
国
会
図
書
館
・
特

）

１１
．．
明明
治治
十十
七七
年年
刊刊
『『
讀讀
方方
入入
門門
』』

34-962

『

』

、

「

」

明
治
十
七
年

讀
方
入
門

に
は

巻
頭
に
平
仮
名
・
片
仮
名
の

い
ろ
は
歌

が
有
る
（
平
仮
名
の
「
い
ろ
は
歌
」
の
み
引
用
し
た

。
）

、

「

」

、

こ
れ
ら
に
続
い
て

片
仮
名
の

五
十
音

が
三
ペ
ー
ジ
に
亘
っ
て
掲
げ
ら
れ

「
濁
音

「
次
清
音
」
も
片
仮
名
で
記
さ
れ
る
。
そ
の
次
に

「
数
字
」
の
「
一
」

」

、

～
「
十
百
千
万
」
を
載
せ
て
か
ら
、
本
編
第
一
課
が
始
ま
る
。
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第
一
課
・
第
二
課
は
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
一
課
か
ら

「
單
語
短
句
」
と
し
て
、
平
仮
名
の
八
単
語
を
挙
げ
る

「
江
」

、

。

な
ど
は
、
初
学
者
に
は
形
を
整
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、

そ
れ
ら
八
単
語
を
、
一
語
と
ば
し
に
「
の
」
で
繋
い
だ
「
短
句
」
が
記
さ
れ
る
。

し
か
し
、
対
応
す
る
挿
し
絵
は
小
さ
く
、
ど
れ
が
「
い
ね

の

ほ
」
で
ど
れ

が
「
わ
た

の

は
な
」
な
の
か
、
瞬
時
に
は
判
別
で
き
な
い
。

２２
．．
明明
治治
十十
九九
年年
刊刊
『『
讀讀
書書
入入
門門
』』

（
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
・

）

T1A
12/80/b

『
讀
書
入
門
』
は

「
い
ろ
は
歌
」
等
を
巻
頭
に
掲
げ
な
い
。

、

第
一
課
は
、
本
書
「
教
師
須
知
」
第
六
条
に
「
其
始
メ
ハ
、
新
ニ
教
フ
ベ
キ
字

數
ヲ
少
ク
シ
」
と
あ
る
通
り
、
二
字
一
語
の
み
で
、
挿
し
絵
の
方
が
大
き
い
。

第
二
課
は

「
ハ
ナ
。
ト
リ

」
の
二
語
で
あ
る
。
二
語
に
増
え
て
も
、
挿
し

、

。

絵
の
ど
れ
が
ハ
ナ
で
、
い
ず
れ
が
ト
リ
か
は
、
迷
い
よ
う
が
な
い
。
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第
一
課
「
ハ
ト
」
の
「
ハ

「
ト
」
は
、
第
二
課
「
ハ
ナ
。
ト
リ

」
の
頭
音

」

。

。

、

、

に
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
れ
は

正
し
い
発
音
を
音
節
ご
と
に
区
切
っ
て
発
音
し

そ
れ
ら
の
音
を
使
用
し
て
、
新
た
な
単
語
を
作
り
出
す
「
ボ
ッ
ク
氏
の
レ
ー
ゼ
ブ

ッ
フ

（
後
に
引
用
）
の
教
育
法
を
日
本
語
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
ま
た

「
ハ

「
ト

「
ナ

「
リ
」
は
、
本
書
「
教
師
須
知
」
第
三
条
「
片
假

、

」

」

」

、

、

、

。
」

名
ノ
中
ニ
テ
モ

點
畫
ノ
多
寡

運
筆
ノ
難
易
等
ヲ
量
リ
テ

其
次
序
ヲ
爲
セ
リ

の
記
述
か
ら
、
片
仮
名
の
う
ち
、
二
本
の
線
で
書
け
る
文
字
を
意
図
的
に
選
定
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
５
）

、

。

、「

。

第
三
課
以
降
も

公
開
画
像
で
ご
覧
頂
き
た
い

第
六
課
は

ヨ
キ

ネ
コ

ワ
ロ
キ

イ
ヌ

」
で
、
悪
役
に
回
さ
れ
た
イ
ヌ
の
口
に
は
、
台
所
か
ら
咥
え
て

。

き
た
の
で
あ
ろ
う
魚
が
描
か
れ
て
い
る
。
挿
し
絵
を
見
て

「
ワ
ロ
キ

イ
ヌ

」

、

。

の
意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

「
教
師
須
知
」
第
六
条
の
始

。

め
に

「
此
書
、
第
一
課
ヨ
リ
第
十
一
課
マ
デ
ハ
、
實
物
ノ
名
稱
性
質
及
作
用
等

、

、

。
」

。

ニ
就
キ
テ

片
假
名
文
字
ヲ
教
フ
ベ
キ
者
ナ
リ

と
記
す
通
り
の
内
容
で
あ
る

「
五
十
音
図
」
は
、
五
十
音
図
の
文
字
す
べ
て
が
使
わ
れ
る
の
を
待
っ
て
、
第

十
一
課
の
後
に
掲
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
も

『
讀
書
入
門

「
教
師
須
知
」
第
六
条
に
記
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

、

』

一

（
略

。
五
十
音
ノ
文
字
ハ
、
錯
擧
互
見
シ
テ
、
一
モ
教
ヘ
ザ
ル
ナ
キ

）

ニ
至
リ
テ
、
更
ニ
五
十
音
圖
ニ
就
キ
テ
、
前
ニ
學
ビ
シ
所
ノ
者
ヲ
練
習

シ
、
且
其
發
音
ヲ
正
シ
ク
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
セ
リ
。

「
五
十
音
図
」
は

「
前
ニ
學
ビ
シ
所
ノ
者
ヲ
練
習
シ

「
發
音
ヲ
正
シ
ク
セ

、

」

シ
メ
ン
」
た
め
に
、
こ
の
位
置
に
置
か
れ
た
。

こ
の
第
六
条
で
は

「
五
十
音
」
と
「
五
十
音
図
」
の
用
語
を
使
い
分
け
て
い

、

る
点
に
も
、
注
意
さ
れ
る
。

右
の
「
五
十
音
図
」
は
、
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
全
体
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
綴

じ
ら
れ
て
い
る
（
明
治
十
七
年
『
讀
方
入
門
』
の
「
五
十
音
」
は
、
三
ペ
ー
ジ
を

使
っ
た
た
め
、
全
体
を
見
渡
せ
な
か
っ
た

。
）

「
濁
音
図

「
次
清
音
図

「
数
字
図
」
も
、
第
十
二
課
～
第
二
十
課
ま
で
で
、

」

」

濁
音
字
・
次
清
音
字
・
数
字
の
す
べ
て
を
使
用
し
て
か
ら
掲
載
す
る
。
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こ
の
点
も
ま
た

『
讀
書
入
門

「
教
師
須
知
」
第
七
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

、

』

一

第
十
二
課
ヨ
リ
第
二
十
課
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
、
濁
音
次
清
音
字
轉
音
數
字

及
疊
字
ヲ
教
ヘ
、
亦
仍
ホ
濁
音
次
清
音
字
及
數
字
ノ
圖
ニ
就
キ
テ
、
之

ヲ
練
習
ス
ベ
キ
者
ナ
リ
。

な
お
、
第
一
課
～
第
十
一
課
ま
で
に
は
、
濁
音
字
・
次
清
音
字
・
数
字
を
、
ま

っ
た
く
使
用
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に

『
讀
書
入
門
』
の
「
五
十
音
図
」
等
は
、
学
習
し
た
言
語
音
・

、

文
字
の
復
習
の
た
め
の
日
本
語
音
の
体
系
を
整
理
し
た
「
音
図
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
第
二
十
一
課
以
降
で
教
え
ら
れ
る
平
仮
名
も
同
様
で
あ
る
。

（
６
）

『

』

「

」

、

明
治
十
七
年

讀
方
入
門

以
前
は
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

伊
呂
波

は

本
書
『
讀
書
入
門
』
で
は
巻
末
に

「
い
ろ
は
図
」
と
し
て
、
一
行
六
字
で
二
十

、

九
丁
の
表
裏
に
記
さ
れ
る

「
い
ろ
は
図
」
は

「
数
字
図
」
と
同
じ
命
名
法
で

。

、

あ
る

「
音
図
」
で
は
な
い
。
本
書
の
「
い
ろ
は
図
」
は
、
明
治
十
四
年
「
小
學

。

校
教
則
綱
領
」
第
十
一
条
に
「
初
等
科
ノ
讀
方
ハ
伊
呂
波
、
五
十
音

（
略

」

、

）

と
あ
っ
た
た
め
、
巻
末
に
掲
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

３３

『『
讀讀
書書
入入
門門
』』
のの
改改
新新
点点
とと
「「
五五
十十
音音
図図
」」
のの
位位
置置

．．
明
治
十
七
年
の
『
讀
方
入
門
』
で
は

「
伊
呂
波
」
で
平
仮
名
・
片
仮
名
の
文

、

字
を
す
べ
て
教
え

片
仮
名
の

五
十
音

で
日
本
語
の
音
を
教
え
て
か
ら

単

、

「

」

、「

語
短
句
」
の
学
習
に
入
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
十
九
年
の
『
讀
書
入
門
』
は
、
挿
し
絵
で
物
の
観
念
を

想
起
さ
せ
、
観
念
を
示
す
語
を
発
音
さ
せ
て
か
ら
、
そ
の
日
本
語
音
を
記
す
文
字

の
読
み
書
き
を
教
え
る
方
法
を
採
っ
た
。
最
初
に
総
べ
て
の
文
字
の
読
み
を
教
え

る
従
来
の
教
育
法
と
は
、
教
育
観
が
根
本
的
に
異
な
る

「

音
」
中
心
の
教
育
」

。
「

と
ま
と
め
ら
れ
る
教
育
観
で
は
、
決
し
て
無
い
。

こ
の
、
観
念
を
第
一
と
す
る
教
育
観
に
基
づ
き
、
本
節
で
具
体
的
に
見
た
『
讀

書
入
門
』
の
構
成
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
教
育
観
が
『
讀
書
入
門
』
の
構
成
・
表
現
に
表
出
し
た
、
本
稿
に
関
わ
る

改
新
点
は
、
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
大
き
な
挿
し
絵
と
厳
選
し
た
単
語
で
、
観
念
・
言
語
音
と
そ
れ
を
示
す
文

字
と
を
直
結
さ
せ
た
。

②
「
五
十
音
図
」
は
、
学
習
し
た
日
本
語
音
と
文
字
の
復
習
・
整
理
に
用
い

る
「
音
図
」
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

「
五
十
音
図
」
の
位
置
は
、
こ
の
改
新
点
か
ら
必
然
的
に
定
ま
っ
た
。
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三三

「「
開開
発発
主主
義義
」」
とと
「「
ボボ
ッッ
クク
氏氏
のの
レレ
ーー
ゼゼ
ブブ
ッッ
フフ
」」
のの
影影
響響

、、１１
．．
明明
治治
十十
年年
代代
後後
半半
のの
「「
開開
発発
主主
義義
」」

『
日
本
教
科
書
大
系

近
代
編

第
五
巻

国
語
（
二

（
一
九
六
四
）
の

）
』

「
所
収
教
科
書
解
題
」
は

『
讀
書
入
門
』
に
つ
い
て
、
次
の
ご
と
く
に
記
す
。

、

（
７
）

本
書
に
お
い
て
初
歩
と
な
る
基
本
文
字
を
提
出
す
る
際
に
、
文
字
の
示
し
て

い
る
事
物
即
ち
「
ハ
ト

「
ト
リ

「
ハ
ナ
」
な
ど
の
観
念
を
十
分
に
児
童

」

」

の
う
ち
に
起
さ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
開
発
主
義
に
お
け
る
観
念
を

先
に
し
て
、
表
出
は
後
に
す
る
と
い
う
原
則
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
挿
画
も
直
観
に
役
立
つ
よ
う
に
工
夫
し
て
示
し
て
あ
る
。
著
者
が
こ

の
点
に
つ
い
て
の
方
法
と
し
て
は
、
観
念
を
つ
く
っ
て
か
ら
、
そ
の
事
物
を

言
語
に
よ
っ
て
表
出
し
、
発
音
を
正
し
く
し
て
か
ら
、
そ
の
音
を
示
す
文
字

を
示
し
て
、
そ
れ
の
読
み
方
を
よ
く
教
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
こ
に
言
う
「
開
発
主
義
」
と
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
「
心
性
開
発
主
義
」
を

指
す
。
先
引
の
吉
田
（
一
九
八
三
）
も
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

学
習
者
（
児
童
）
へ
の
着
眼
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
明
治
十
年
代
後
半

の
教
育
実
践
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
、
児
童
の
能
力
の
開
発
を
目
的

と
す
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
「
心
性
開
発
主
義
」
に
共
鳴
し
て
成
っ
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う

（
９
頁
下
段
）

。

こ
れ
に
続
け
て
、
吉
田
（
一
九
八
三
）
は
、
観
念
想
起
→
発
音
→
文
字
化
（
読

む
・
書
く
）
の
指
導
方
法
は

「
そ
の
当
時
、
教
育
界
に
広
く
迎
え
ら
れ
て
い
た

、

開
発
主
義
教
授
法
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
代
表
的
著
書
『
改
正
教
授
術

（
若
林
虎

』

三
郎
、
白
井
毅
著
、
明

・
６
、
普
及
社
刊
）
と
通
い
合
う
も
の
で
あ
っ
た

」
。

16

と
し
て
、
同
書
の
「
観
念
ヲ
先
ニ
シ
表
出
ヲ
後
ニ
ス
ル
ノ
主
義
」
を
含
む
文
章
を

引
用
し

「

讀
書
入
門
』
は
、
ま
さ
に
こ
の
線
に
の
っ
と
っ
て
編
纂
さ
れ
た
教

、
『

科
書
で
あ
っ
た

」
と
す
る
。
さ
ら
に

『
讀
書
入
門
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
刊

。

、

『

』（

、

行
さ
れ
た
新
保
磐
次
著

日
本
読
本
初
歩

第
一

明

・
１
・

版
権
免
許

19

25

金
港
堂
）
の
「
教
師
ハ
實
物
或
ハ
圖
畫
ニ
就
テ
先
ヅ
生
徒
ニ
問
答
シ
、
然
後
文
字

ヲ
授
ク
ベ
シ

（

例
言
」
第
三
項
）
も
引
く
。
こ
の
後

『
讀
書
入
門
』
に
挿

。
」
「

、

（
８
）

し
絵
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
の
節
を
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

『
読
書
入
門
』
は
、
こ
う
し
て
挿
絵
の
点
か
ら
見
て
も
児
童
の
心
性
開
発
を

ま
ず
心
が
け
、
そ
の
基
盤
に
立
っ
て
文
字
を
習
得
さ
せ
る
と
い
う
当
時
の
教

育
思
潮
（
心
性
開
発
主
義
）
の
中
で
、
一
つ
の
典
型
的
な
入
門
期
教
科
書
と

し
て
そ
の
成
立
を
見
た
の
で
あ
る
。

２２

『『
讀讀
書書
入入
門門
』』
のの
編編
者者

．．
『
讀
書
入
門
』
の
編
者
・
湯
本
武
比
古
（
一
八
五
五
―
一
九
二
五
）
は
、
次
の

ご
と
く
述
べ
る
。

（
９
）

余
は
明
治
十
八
年
十
二
月
讀
書
入
門
編
輯
の
命
を
受
け
、
同
書
の
目
的
及
性

質
、
並
に
編
輯
の
大
方
針
を
立
て
ん
と
し
、
平
素
か
ら
し
て
、
其
の
大
體
は

誠
に
然
か
あ
る
べ
し
と
信
じ
、
且
つ
自
ら
之
を
飜
譯
し
て
居
た
所
の
、
ド
イ

ツ
人
ボ
ッ
ク
氏
の
レ
ー
ゼ
ブ
ッ
フ
に
つ
き
、
其
の
讀
書
入
門
即
ち
フ
ィ
ー
ベ

ル
に
関
す
る
趣
旨
、
目
的
及
び
教
授
法
等
の
部
分
の
飜
譯
を
伊
澤
局
長
に
提

出
し
、
大
體
こ
れ
に
依
つ
て
新
讀
書
入
門
を
編
輯
す
べ
し
と
い
ふ
こ
と
を
申

し
出
で
た
れ
ば

（
以
下
略

（
中
略
）
是
に
於
て
余
は
晝
夜
兼
行
と
い
ふ

、

）
。

、

、

、

有
様
で
編
輯
に
從
ひ

翌
十
九
年
一
月
早
々
よ
り
筆
を
執
つ
て

三
月
上
旬

其
の
稿
を
脱
し
た
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
局
長
に
呈
出
し
た
れ
ば
、
伊
澤
先
生

、

、

、

は

其
の
成
功
の
速
か
な
る

又
其
の
内
容
の
當
を
得
た
る
を
大
に
喜
ば
れ

編
輯
局
最
新
の
事
業
と
し
て
、
森
文
相
に
呈
せ
ら
れ
た
。

（
湯
本
武
比
古
『
今
上
陛
下
御
幼
時
の
御
教
育

）
』

森
文
部
大
臣
は
就
任
す
る
や
否
や
、
直
に
之
を
改
革
し
、
西
村
局
長
や
局
内

の
多
く
の
學
者
達
を
や
め
て
、
伊
澤
氏
を
局
長
と
し
た
が
、
此
の
時
殘
さ
れ
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た
者
は
、
教
科
書
編
纂
に
都
合
の
よ
い
者
ば
か
り
で
、
佐
藤
誠
実
、
山
縣
悌

三
郎
と
私
等
数
人
だ
け
で
あ
つ
た
。
其
處
で
早
速
小
學
校
の
教
科
書
を
作
る

事
と
な
り
、
尺
秀
三
郎
君
が
小
学
讀
本
を
、
私
は
讀
書
入
門
を
作
る
事
と
な

つ
た
。

（
湯
本
武
比
古
「
読
書
入
門

東
宮
御
学
問
所
の
御
事

）
」

「
伊
澤
局
長

「
伊
澤
先
生

「
伊
澤
氏
」
と
は
伊
澤
修
二
（
一
八
五
一
―
一

」

」

九
一
七

「
森
文
相

「
森
文
部
大
臣
」
は
森

有
礼
（
一
八
四
七
―
一
八
八
九
）

）
、

」

で
あ
る
。

こ
の
湯
本
の
記
述
が
事
実
で
あ
れ
ば

『
讀
書
入
門
』
は
、
湯
本
が
単
独
で
編

、

。

、

、

。

輯
し
た
こ
と
に
な
る

少
な
く
と
も

構
想
・
素
稿
は

湯
本
一
人
で
成
さ
れ
た

３３

「「
ボボ
ッッ
クク
氏氏
のの
レレ
ーー
ゼゼ
ブブ
ッッ
フフ
」」
のの
影影
響響

．．
湯
本
が
言
う
「
ボ
ッ
ク
氏
」
は
、
ド
イ
ツ
の

（
一
八
一
六
―
一

Eduard
Bock

八
九
三
）
で
あ
る
こ
と
は
、
先
学
が
指
摘
済
み
で
あ
る
。

Eduard
Bock

Fibel

た
だ
し
、
こ
の

が
関
わ
っ
た
多
数
の
「
フ
ィ
ー
ベ
ル

（
」

Lesebuch

〈
小
学
一
年
生
の
絵
入
り
入
門
国
語
教
科
書

・

レ
ー
ゼ
ブ
ッ
フ

（

〉
）
「

」

〈
読
本

）
の
う
ち
、
湯
本
が
基
づ
い
た
「
レ
ー
ゼ
ブ
ッ
フ
」
あ
る
い
は
「
フ
ィ

〉

ー
ベ
ル
」
が
ど
の
本
で
あ
る
の
か
は
、
定
説
を
見
て
い
な
か
っ
た
。

Eduard
Bock

D
eutsche

Fibel

こ
れ
に
つ
い
て

大
橋
敦
夫

一
九
九
四

は

、

（

）

、

「

und
Lesebuch

Eduard

」

、

。

、

（

）

、

で
あ
ろ
う

と
し
た

ま
た

首
藤
久
義

二
〇
一
三

も

（
１
０
）

年
版
原
本
を
ド
イ
ツ
で
見
て

読
Bock

D
eutsche

Fibelund
Lesebuch

1871

「

」

、「
『

書
入
門
』
と
の
類
似
性
を
確
認
」
し
た
、
と
報
告
す
る
。

（
１
１
）

D
D
B

Eduard
Bock

D
eutsche

現
在
で
は

ド
イ
ツ
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

で

、

（

）

、

「

Fibelund
Lesebuch

1871
1871

Breslau

」（

）

。

年

の
全
文
を
閲
覧
で
き
る

そ
の

年

版
の
本
課
冒
頭
画
像
を
、

か
ら
引
用
す
る
。

D
D
B

右
の
第
一
課
「

（
書
き
方
と
読
み
方
の
レ
ッ

Schreib-
und

Lese-U
nterricht

」

1.in
in

m
im

u

ス
ン

に
は

世
紀
の
ド
イ
ツ
筆
記
体
小
文
字
で

―

／

／

）

、

、「

19
」「

」
、

―

―

／

／

―

um
nun.

2.e
ei

ein
nein

m
ein

ei=ne
m
ei=ne/eu

neu
neun.

と
記
さ
れ
る
。
文
字
の
書
き
方
を
教
え
、
発
音
を
教
え
て
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ

た
単
語
を
書
か
せ
、
発
音
さ
せ
る
教
科
書
で
あ
る
。
巻
頭
に
『
讀
方
入
門
』
の
よ

う
な
文
字
一
覧
表
は
無
く
、
第
一
課
冒
頭
か
ら
「
い
ね
、
わ
た
、
ほ
、
は
な

」
。

と
、
異
な
る
音
で
構
成
さ
れ
る
単
語
を
次
々
と
出
す
こ
と
も
し
な
い
。

世
紀
の
ド
イ
ツ
筆
記
体
小
文
字
「

」
な
ど
は
、
直
線
と
点
の
み
で

i
n
m
u
e

19
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。『

』

、

「

」

書
け
る

讀
書
入
門

は
こ
れ
に
倣
っ
て

二
本
の
線
で
書
け
る
片
仮
名

ハ

「
ト

「
ナ

「
リ
」
と
、
そ
れ
が
示
す
音
で
構
成
さ
れ
る
「
ハ
ト

「
ハ
ナ
。
ト

」

」

」

リ
」
を
、
第
一
課
・
第
二
課
に
置
い
た

『
讀
書
入
門
』
の
片
仮
名
先
習
に
も
、

。

「
ボ
ッ
ク
氏
の
レ
ー
ゼ
ブ
ッ
フ
」
の
影
響
が
存
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

た
だ
し

「

（

年
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

、

」

D
eutsche

Fibelund
Lesebuch

1871

単
語
は
、

（
前
置
詞

・

（

〈
定
冠
詞

、

（
前
置
詞
）
の

in
im

=
in
+
dem

um

）

〉
）

よ
う
な
機
能
語
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
挿
し
絵
は
無
い
。
挿
し
絵
は
、

頁
の

課

40

41

以
降
に
現
わ
れ
る
（

の
画
像
、
参
照

。

D
D
B

）

こ
の
「

」
か
ら

『
讀
書
入
門
』
を
作
成
す
る

D
eutsche

Fibel
und

Lesebuch

、

、

「

」

、

に
は

観
念
を
想
起
し
や
す
い

實
物
ノ
名
稱
性
質
及
作
用

に
単
語
を
変
更
し

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
挿
し
絵
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
は
い
え

具
象
物
の
単
語
と
挿
し
絵
と
で
第
一
課
を
開
始
す
る
方
式
は

讀

、

、『

方
入
門
』
ま
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

『
讀
書
入
門
』
を
完
成
さ

、

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
２
）

四四

「「
五五
十十
音音
図図
」」
選選
択択
のの
理理
由由

、、日
本
に
お
け
る
「
心
性
開
発
主
義
」
隆
盛
の
も
と

「
ボ
ッ
ク
氏
の
レ
ー
ゼ
ブ

、

ッ
フ
」
の
方
針
は
、
明
治
十
九
年
の
『
讀
書
入
門
』
に
引
き
継
が
れ
た
。

『
讀
書
入
門

「
教
師
須
知
」
の
第
一
条
・
第
二
条
・
第
四
条
を
左
に
引
用
す

』

る
（
第
三
条
は
引
用
済
み

。
）

（
第
一
条
）

一

此
書
ハ
、
年
齢
六
歳
以
上
ノ
初
學
者
ニ
、
最
初
半
年
間
、
言
語
ヲ
學
ビ
、
文

字
ヲ
讀
ム
コ
卜
ヽ
、
字
形
ヲ
石
盤
上
ニ
書
ク
コ
ト
ヽ
ヲ
教
フ
ル
用
ニ
供
シ
タ

ル
ナ
リ
。
故
ニ
名
ケ
テ
、
讀
書
入
門
卜
云
フ
。

（
第
二
条
）

一

此
書
、
從
前
ノ
讀
方
入
門
ト
ハ
、
大
ニ
其
趣
ヲ
異
ニ
シ
、
單
ニ
讀
ム
コ
ト
ノ

、

、

。

ミ
ヲ
主
ト
セ
ズ

同
時
ニ
書
ク
コ
ト
ヲ
モ

併
セ
授
ク
ル
方
法
ヲ
設
ケ
タ
リ

是
課
業
ノ
變
換
ニ
因
リ
テ
、
兒
童
ニ
倦
怠
ヲ
生
ゼ
シ
メ
ザ
ル
ト
、
書
寫
ノ
工

夫
ニ
由
リ
テ
、
構
造
力
等
ヲ
發
達
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
目
的
ニ
出
タ
ル
者
ナ
リ
。

（
第
四
条
）

一

此
書
ヲ
兒
童
ニ
授
ク
ル
ニ
ハ
、
必
ズ
先
ヅ
各
課
ノ
主
意
ト
セ
ル
事
物
（
例
ヘ

バ
「
ハ
ト

「
ト
リ

「
ハ
ナ
」
ノ
類
）
ノ
觀
念
ヲ
十
分
ニ
起
サ
シ
メ
、
又

」

」

之
ヲ
言
語
ニ
發
シ
テ
、
其
發
音
ヲ
明
ナ
ラ
シ
メ
、
而
シ
テ
後
ニ
、
其
音
ヲ
表

ハ
ス
ニ
ハ
、
此
ノ
文
字
ヲ
以
テ
ス
、
故
ニ
其
文
字
ハ
、
斯
ク
讀
ム
ベ
シ
、
其

形
ハ
、
斯
ク
書
ク
ベ
シ
ト
、
懇
到
叮
嚀
ニ
教
フ
ベ
シ
。
是
讀
ム
コ
ト
ヽ
、
書

ク
コ
ト
ヽ
ヲ
教
フ
ル
眞
正
ノ
順
序
ナ
リ
。
教
師
ハ
、
深
ク
此
ニ
意
ヲ
注
ガ
ン

コ
ト
ヲ
要
ス
。

右
の
第
一
条
・
第
二
条
で
、
こ
の
『
讀
書
入
門
』
は
、
明
治
十
七
年
刊
『
讀
方

入
門
』

と
「
大
ニ
其
趣
ヲ
異
ニ
シ

「
言
語
ヲ
學
ビ
、
文
字
ヲ
讀
ム
コ
卜
ヽ
、

」
、

（
１
３
）

」

。

字
形
ヲ
石
盤
上
ニ
書
ク
コ
ト
ヽ
ヲ
教
フ
ル

た
め
の
書
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

そ
れ
は

『
讀
書
入
門
』
の
書
名
に
表
わ
れ
て
い
る
。

、

『

』

、

、

讀
書
入
門

の
冒
頭
で
は

事
物
の
観
念
を
具
体
的
に
想
起
さ
せ
る
た
め
に

語
数
を
極
限
ま
で
絞
り
、
大
き
な
挿
し
絵
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
観

念
に
対
応
す
る
言
語
音
と
そ
れ
を
記
す
文
字
と
を
学
ぶ
。

第
四
条
は
、
児
童
に
事
物
の
観
念
を
十
分
に
想
起
さ
せ
、
そ
れ
を
言
語
と
し
て

音
声
化
し
、
そ
の
言
語
音
を
示
す
文
字
を
教
え
る
こ
と
。
文
字
は
読
め
る
だ
け
で

な
く
、
書
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
「
眞
正
ノ
順
序
」
を
誤
ら
ず
、
懇
切
丁

寧
に
教
え
る
こ
と
を
、
教
師
に
強
く
注
意
し
て
い
る
。

こ
の
方
法
に
よ
る
教
授
に
は
、
観
念
に
直
結
す
る
言
語
音
を
示
す
文
字
を
、
発

音
か
ら
探
し
、
児
童
が
自
ら
復
習
で
き
る
一
覧
表
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
文
字
列
「
い
ろ
は
歌
」
で
は
な
く
、
音
図
「
五
十
音
図
」
で
あ
る
。

、『

』

「

」

。

こ
れ
が

讀
書
入
門

に
お
い
て

五
十
音
図

が
選
ば
れ
た
理
由
で
あ
る
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五五
、、
むむ
すす
びび

本
稿
で
は
、
ほ
か
で
は
な
い
明
治
十
九
年
刊
『
讀
書
入
門
』
に
お
い
て

「
い

、

」

「

」

、

、

ろ
は
歌

か
ら

五
十
音
図

へ
転
換
し
た
の
は
な
ぜ
か

と
い
う
問
い
を
立
て

湯
本
武
比
古
の
教
育
観
・
文
字
観
か
ら
考
察
し
た
。

（
１
４
）

本
稿
の
結
論
は
、
右
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

『

』

、「

」

「

」

。

讀
書
入
門

以
降
も

い
ろ
は
歌

を
先
に
掲
げ
た

読
本

は
存
在
す
る（

１
５
）

し
か
し

「
五
十
音
図
」
先
習
が
ま
も
な
く
定
着
し

「
い
ろ
は
歌
」
は
小
学

、

、

校
教
科
書
か
ら
姿
を
消
す
。

（
１
６
）

、

。

、

。

文
字
は

観
念
に
直
結
し
た
言
語
を
示
す

こ
れ
は

現
在
で
は
常
識
で
あ
る

、

「

」

、「

」

。

す
べ
て
の
文
字
は

概
念
を
言
語
化
し
た

語

を
記
す

表
語
文
字

で
あ
る（

１
７
）

『
讀
書
入
門
』
の
根
本
思
想
は
、
現
代
言
語
学
に
お
け
る
文
字
論
の
知
見
を
先

取
り
し
て
い
た
、
と
言
え
よ
う
。

注注（
１
）
醍
醐
寺
蔵
『
孔
雀
経
音
義
』
十
世
紀
末
頃
写
本
に
付
載
さ
れ
る
。
た
だ
し

「
キ
コ

、

カ
ケ
ク
」
等
の
順
で
あ
り
、
ア
行
と
ナ
行
は
無
い

『
孔
雀
經
音
義

下

（
古
辞
書

。

』

音
義
集
成

第

巻
、
一
九
八
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
影
印
所
収
。
肥
爪
周
二
「
五
十

11

音
図

（

日
本
語
学
大
辞
典

〈
二
〇
一
八
年
、
東
京
堂
出
版

、
参
照
。

」
『

』

〉
）

（
２
）
沖
森
卓
也
「
い
ろ
は
引
き
・
五
十
音
引
き
辞
典
の
系
譜

（

月
刊
し
に
か
」

巻
３

」
「

11

号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

、
飛
田
良
文
「
い
ろ
は
順
か
ら
五
十
音
順
ヘ

（

日
本
近
代

）

」
『

語
研
究
』
３
〈
二
〇
〇
二
年
、
ひ
つ
じ
書
房

、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
『
書
誌
と
研

〉

究

〈
二
〇
〇
三
年
、
大
空
社
〉
に
修
正
転
載

、
参
照
。
五
十
音
分
類
辞
書
の
出
現

』

）

が
遅
い
理
由
と
し
て
、
小
松
英
雄
『
い
ろ
は
う
た

日
本
語
史
へ
の
い
ざ
な
い

（
一

』

九
七
九
年
、
中
央
公
論
社
。
二
〇
〇
九
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
は
、
五
十
音
図
が

「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
音
韻
学
を
学
習
す
る
目
的
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
世
間
一
般

に
は
通
用
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
母
音
の
順
序
も
行
の
順
序
も
、
い
ま
の
よ
う
に
は

一
定
し
て
い
な
か
っ
た

（

頁
）
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

」

213

（
３
）
大
矢
透
編
纂
『
音
圖
及
手
習
詞
歌
考

（
一
九
一
八
年
、
大
日
本
圖
書

、
山
田
孝
雄

』

）

五
十
音
圖
の
歴
史

一
九
三
八
年

宝
文
館

右
注
小
松
著
書

馬
渕
和
夫

五

『

』（

、

）
、

、

『

十
音
図
の
話

（
一
九
九
三
年
、
大
修
館
書
店

。

』

）

（
４
）
論
文
中
に

「
明
治
期
十
年
代
ま
で
は
「
音
」
の
説
明
に
片
仮
名
を
使
用
す
る
傾
向

、

が
あ
る

（

頁

「
五
十
音
図
に
よ
っ
て
学
習
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
検
定
制
度

」

）
、

18

期

で
は
五
十
音
図
で
濁
音
、
半
濁
音
、
拗
音
も
習
う

（
明
治
十
九
年
以
降
〈
佐
々
木
注

）
〉

。

「

」

。
」（

）

よ
う
に
な
る

こ
れ
も

音

優
先
の
方
針
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る

頁
20

の
記
述
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述
は

『
讀
書
入
門
』
誕
生
時
に
編
者
・
湯

、

、「

」「

」

本
の
周
辺
に
居
た
森
有
礼
や
伊
沢
修
二
の
思
想
も
勘
案
し

片
仮
名

五
十
音
図

先
習
の
事
実
か
ら

「

音
」
優
先
の
方
針
の
あ
ら
わ
れ
」
と
推
測
し
た
も
の
に
過
ぎ

、
「

。『

』

「
「

」

」

、

な
い

讀
書
入
門

が

音

中
心
の
教
育

の
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
こ
と
は

こ
の
論
文
中
で
論
証
さ
れ
て
い
な
い
し
、
論
証
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

な
お
、
当
該
論
文
は
、
学
位
論
文
『
日
本
の
国
語
教
育
に
お
け
る
五
十
音
図
の
役
割

―
シ
ン
ハ
ラ
語
ホ
ー
デ
ィ
ヤ
と
の
比
較
対
照
―

（
二
〇
一
三
年
）
に
組
み
込
ま
れ

』

た
。
こ
の
学
位
論
文
で
も
、
左
の
と
お
り

「

音
声
を
中
心
」
と
し
た
国
語
教
育
と

、
「

な
っ
た
」
こ
と
が
、
五
十
音
図
が
用
い
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

讀
書
入
門

で
は
ボ
ッ
ク
読
本
と
同
様
に
挿
絵
を
多
用
し
な
が
ら

観
念

理

『

』

「

」「

解

「
文
字
例
の
読
み

「
発
音

「
文
字

「
書
き
」
の
順
を
と
り
、
読
み
書
き
の

」

」

」

」

一
体
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
教
育
制
度
を
検
討
し
て
い
た
人
々
が
音
声

教
育
に
高
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
語
教
育
は
大
き
く

転
回
し
た
。
い
わ
ば
「
音
声
を
中
心
」
と
し
た
国
語
教
育
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

（
中
略

。
以
上
の
経
緯
か
ら
明
治
十
九
年
以
降
に
は
音
声
と
結
び
付
け
ら
れ
た

）

片
仮
名
先
習
が
確
立
し
、
古
代
か
ら
文
字
を
学
習
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
い

ろ
は
歌
に
代
わ
っ
て
五
十
音
図
に
よ
っ
て
国
語
の
「
音
声
」
も
「
文
字
」
も
習
う

よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る

（

頁
）

。

108

「
明
治
十
九
年
以
降
に
は
音
声
と
結
び
付
け
ら
れ
た
片
仮
名
先
習
が
確
立
」
と
い
う

捉
え
方
も
、
誤
っ
て
い
る

『
讀
書
入
門
』
は

「
音
声
と
結
び
付
け
ら
れ
た
」
か
ら

。

、
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片
仮
名
先
習
に
し
た
の
で
は
な
い

『
讀
書
入
門

「
教
師
須
知
」
第
三
条
、
参
照
。

。

』

（
５

「
五
十
音
図
」
の
最
初
の
文
字
で
あ
っ
て
も
、
鋭
角
に
払
う
線
を
持
つ
「
ア
」
か
ら

）教
え
る
こ
と
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

な
お
、
先
行
研
究
は

「
教
師
須
知
」
第
三
条
の
こ
れ
に
先
立
つ
部
分
「
讀
ミ
書
キ

、

ヲ
併
セ
授
ケ
ン
ニ
ハ
、
其
文
字
モ
易
キ
ヲ
先
ニ
シ
テ
、
難
キ
ヲ
後
ニ
ス
ル
ヨ
リ
善
キ

。

、

、

、

、

、

ハ
ナ
シ

而
ル
ニ

片
假
名
ハ

概
ネ
直
線
ヨ
リ
成
リ
テ

學
ビ
易
ク

平
假
名
ハ

悉
ク
曲
線
ヨ
リ
成
リ
テ
、
寫
シ
難
シ
。
是
本
書
ニ
、
片
假
名
ヲ
先
ニ
シ
テ
、
平
假
名

ヲ
後
ニ
ス
ル
所
以
ナ
リ

」
を
片
仮
名
先
習
の
理
由
と
し
て
注
目
す
る
の
み
で
あ
る
。

。

（
６
）
第
二
十
一
課
～
第
三
十
二
課
で
は
、
平
仮
名
を
教
え
る
。
そ
の
際
も
、
あ
た
ら
し
い

平
仮
名
が
出
る
度
に
、
そ
の
右
に
既
習
の
片
仮
名
を
置
い
て
い
る
。
平
仮
名
が
示
す

言
語
音
を
片
仮
名
を
通
し
て
学
習
さ
せ
る
た
め
で
あ
る(

「
教
師
須
知
」
第
八
条)

。

第
三
十
二
課
の
次
に

一
ま
す
の
上
に
平
仮
名
を

下
に
片
仮
名
を
書
き
入
れ
た

五

、

、

「

十
音
図

「
濁
音
図

「
次
清
音
図
」
が
挿
入
さ
れ
る
。

」

」

第
三
十
三
課
～
第
四
十
課
は
、
課
ご
と
に
、
片
仮
名
と
平
仮
名
と
が
交
互
に
使
用
さ

れ
る
（

教
師
須
知
」
第
九
条

。

「

）

本
編
の
終
わ
り
に
は

唱
歌
の
歌
詞

第
三
十
六
課

皇
御
国

第
三
十
八
課

蝶

、

（

「

」
、

「

々

、
第
四
十
課
「
大
和
撫
子

）
が
交
え
ら
れ
る
（

教
師
須
知
」
第
十
条

。

」

」

「

）

本
書
「
教
師
須
知
」
第
八
条
～
第
十
条
を
、
左
に
引
用
す
る
。

一

第
二
十
一
課
ヨ
リ
第
三
十
二
課
マ
デ
ハ
、
平
假
名
ヲ
以
テ
清
音
濁
音
次
清
音

等
ヲ
教
フ
ベ
キ
者
ニ
シ
テ
、
平
假
名
ニ
片
假
名
ヲ
對
照
シ
、
以
テ
學
習
ノ
便

ニ
供
シ
タ
リ
。
之
ヲ
終
ヘ
タ
ル
後
、
亦
平
假
名
ニ
片
假
名
ヲ
對
照
シ
タ
ル
五

十
音
濁
音
及
次
清
音
ノ
圖
ニ
就
キ
テ
練
習
ス
ベ
キ
者
ナ
リ
。

一

第
三
十
三
課
ヨ
リ
第
四
十
課
マ
デ
ハ
、
片
假
名
平
假
名
兩
體
ノ
練
習
ニ
供
セ

ン
ガ
爲
メ
ニ
設
ケ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
、
拗
音
及
音
便
等
ヲ
モ
混
合
シ
テ
教
フ
ベ

キ
者
ナ
リ
。

一

此
書
中
、
間
〻
歌
詞
體
ノ
者
ヲ
載
セ
タ
リ
。
其
中
ニ
ハ
、
兒
童
ノ
解
シ
難
キ

、

。

語
モ
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
モ

唯
其
大
意
ヲ
了
解
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス

蓋
歌
詞
ハ
、
固
ト
吟
詠
ス
ベ
キ
者
ナ
レ
バ
、
其
興
味
ハ
、
專
ラ
意
義
ノ
中
ニ

ノ
ミ
ハ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
却
テ
歌
唱
ノ
間
ニ
存
ス
ル
者
多
カ
ル
ベ
シ
。

以
上
で
、
本
書
「
教
師
須
知
」
の
全
条
を
本
稿
に
引
用
し
た
。

（
７

『
国
語
教
育
史
資
料

第
二
巻

教
科
書
史

（
一
九
八
一
年
、
東
京
法
令
出
版
）
の

）

』

『
讀
書
入
門

「
解
題
」
も

「
巻
頭
の
「
ハ
ト

「
ト
リ

「
ハ
ナ
」
な
ど
の
観
念
先

』

、

」

」

習
の
学
習
は
、
当
時
の
開
発
主
義
に
よ
る

、
と
す
る
。

」

（
８
）
た
だ
し
、
こ
の
両
書
で
は
、
書
く
こ
と
の
指
導
の
必
要
性
が
『
讀
書
入
門
』
ほ
ど
明

。

、

『

』

確
で
は
な
い
と
す
る

一
方

明
治
十
七
年
の
若
林
虎
三
郎
編

小
学
読
本

第
一

（
第
一
学
年
後
期
用
）
に
は

「
す
で
に
読
み
書
き
併
行
指
導
の
視
点
が
見
ら
れ
る
」

、

(

頁
下
段)

、
と
吉
田
（
一
九
八
三
）
は
述
べ
る
。

10

（
９
）
湯
本
の
生
没
年
は
、
信
濃
教
育
会
編
輯
『
教
育
功
労
者
列
伝

（
一
九
三
五
年
、
長

』

野
市
信
濃
教
育
会
）
に
依
る
。
発
言
は
、
湯
本
武
比
古
『
今
上
陛
下
御
幼
時
の
御
教

育

（
一
九
一
五
年
、
博
信
堂
）

・

頁
、
同
「
読
書
入
門

東
宮
御
学
問
所
の
御

』

14

15

」（
「

『

』〈

、

〉

事

国
民
教
育
奨
励
会
編

教
育
五
十
年
史

一
九
二
二
年
十
月
一
日

民
友
社

所
収
）
一
〇
六
頁
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
。

（

）
大
橋
敦
夫
「
湯
本
武
比
古
「
読
書
入
門
」
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て

（
上
田
女
子
短
期

」

10
大
学
国
語
国
文
学
会
「
学
海
」

、
一
九
九
四
年
三
月

。
こ
の
論
文
で
、
ボ
ッ
ク
・

）

10

第
一
読
本
の
明
治
二
十
九
年
・
第
十
一
版
翻
刻
本
が
紹
介
さ
れ
た
。

（

「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）
研
究
成
果
報
告
書

（

小
学
校

）

」
「

11
国
語
科
入
門
教
材
の
歴
史
と
展
望

〈
二
〇
一
三
年
四
月
一
日

。

」

〉
）

D
D
B

Bock,
Eduard

Fibel
und

（

）

に
現
時
点
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
は
、

「

12Lesebuch
für

die
U
nterstufe

Breslau
,
1895

http://gei-digital.gei.de/view
er/

」

）

（

（

）

『

』

。

resolver?urn=urn:nbn:de:0220-gd-19200784

が
湯
本
編
纂

讀
書
入
門

に
近
い

左
に
、

の
本
課
冒
頭
画
像
を
引
用
す
る
。

D
D
B
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こ
の
本
は
、
右
の
と
お
り

「

（
筆
記
体
）
の
下
に
大
き
な
挿
し

、

」

Ⅰ
.Schreibschrift.

絵
が
書
か
れ
、
そ
の
右
に
、
そ
の
語
の
語
頭
音
を
示
す
筆
記
体
の
小
文
字
一
字
が
記

。

（

）

「

」
、

（

）

さ
れ
て
い
る

１
は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

の
挿
し
絵
の
横
に

ｉ

２
は
ロ
バ

igel
esel

「

」

。

、

（

）

「

」

の
挿
し
絵
の
横
に

ｅ

が
有
る

そ
し
て

３
は
卵

の
挿
し
絵
の
横
に

ei
ei

が
書
か
れ
て
い
る
。
１
・
２
で
学
ん
だ
「
ｉ
」
と
「
ｅ
」
で
、
３
の
「

」
が
発
話
で

ei

Bock,Eduard
Fibelund

き

書
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

こ
の

、

。

「

（

）
の
早
い
版
、
あ
る
い
は
そ
の
類
似
の
本
が
、

Lesebuch
für

die
U
nterstufe

1895

」

『

』

（

）

、

讀
書
入
門

刊
行
の
明
治
十
九
年

以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か

1886

現
時
点
で
は
未
詳
で
あ
る
。

湯
本
武
比
古
は
、
明
治
二
十
二
年
（

）
九
月
に
、

を
た
よ
っ
て
、
リ
ー

1889
Bock

グ
ニ
ッ
ツ
（

）
を
訪
れ

「
十
一
ヶ
月
余
り
滞
在
し
た

（

湯
本
先
生
小
伝
」

Liegnitz

、

」
「

〈

湯
本
武
比
古
選
集

（
一
九
五
五
年
、
信
濃
教
育
会
）
所
収
〉
に
依
る

。
こ
の
十

『

』

）

一
ヶ
月
間
に
は
、
当
然

『
讀
書
入
門
』
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

『
讀
書

、

。

Fibel
und

入
門
』
の
実
物
を
ボ
ッ
ク
に
進
呈
し
た
こ
と
も
、
充
分
考
え
ら
れ
る

「
。

」（

）

、「

」（

）

、

Lesebuch
fürdie

U
nterstufe

1895
Begründet

Eduard
Bock

は

原
著
者

は

Ferdinand
H
irt

Ferdinand
H
irt

D
eutsche

Fibel

発
行
人
は
「

」
で
あ
る
。
こ
の

は

「
、

und
Lesebuch

1871
H
irt

」
（

年
）
の
発
行
人
で
も
あ
る
。
湯
本
編
『
讀
書
入
門
』
が

の
手
に
も
渡
り
、

の

年
版
を
改
訂
す
る
際
、

が
『
讀
書
入
門
』
を
参

Bock
1871

H
irt

考
に
し
た
こ
と
も
あ
り
得
る
。

、

「

」（

）

、

そ
し
て

こ
の

改
訂

は

H
irt

Fibelund
Lesebuch

fürdie
U
nterstufe

1895

。

（

）

、

（

）

間
も
な
く
日
本
に
入
っ
た

明
治
三
十
一
年

に
は

年
刊
本

Ｃ
版

1898
1897

の
覆
刻
版
が
、
東
京
の
六
合
館
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
読
み
書
き
入
門
書
の
日
独
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
た
い
。

（

）

『

』

「

」

、「

、

明
治
十
七
年
刊

讀
方
入
門

の

教
師
須
知
六
則

の
第
一
則
に
は

本
書
ハ

13
小
學
ノ
最
下
級
ニ
於
テ
、
初
學
生
徒
ニ
讀
方
ヲ
授
ク
ル
ノ
用
ニ
供
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と

あ
る
。
と
は
い
え
、
文
字
を
書
く
練
習
も
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ

く
ま
で
も
、
文
字
を
読
む
た
め
の
入
門
書
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
言
語
の
観
念

が
無
い
。
文
字
を
教
育
す
る
た
め
の
教
科
書
の
冒
頭
に
、
文
字
の
一
覧
で
あ
る
「
伊

呂
波
」
が
置
か
れ
た
の
は
、
必
然
で
あ
っ
た
。

（

）
湯
本
は

『
讀
書
入
門
』
の
「
教
師
須
知
」
に
示
し
た
観
念
想
起
→
言
語
音
化
→
文

、

14
字
化
の
順
に
学
習
さ
せ
る
べ
し
と
の
思
想
を
、
後
年
の
自
ら
の
著
書
で
も
、
繰
り
返

し
述
べ
て
い
る
。

○
湯
本
武
比
古
『
新
編

応
用
心
理
学

（
一
八
九
四
年
五
月
、
金
港
堂
）

』

生
徒
ヲ
シ
テ
、
常
ニ
精
神
中
ニ
、
活
潑
ナ
ル
肖
像
ヲ
有
セ
シ
メ
、
決
シ
テ
觀
念
ノ

曖
昧
模
糊
ニ
歸
シ
、
終
ニ
其
ノ
符
號
タ
ル
、
言
語
ノ
ミ
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
ザ

ル
爲
メ
、
屡
〻
實
物
、
繪
畫
、
地
圖
等
ノ
、
再
三
ノ
觀
察
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
、
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極
メ
テ
必
要
ナ
リ

（
五
〇
頁
）

。

ま
ず
、
児
童
に
「
肖
像
」
を
想
起
さ
せ
、
符
号
で
あ
る
言
語
の
学
習
に
進
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
説
く
。

○
湯
本
武
比
古
『
新
編
教
育
学

（
一
八
九
四
年
十
月
、
普
及
舎
）

』
、

、

、

尋
常
科
下
級
ノ
教
科
目
中
ニ

観
察
練
習
ノ
教
授
ヲ
置
キ

此
ノ
練
習
ニ
ヨ
リ
テ

児
童
ノ
観
察
及
ビ
観
念
ヲ
明
瞭
ニ
シ
、
秩
序
的
ニ
シ
、
兒
童
ノ
観
察
ノ
範
園
ヲ
拡

張
シ
、
及
ビ
此
ノ
観
察
ヲ
正
当
ナ
ル
言
語
ヲ
以
テ
、
表
出
セ
シ
ム
ル
ニ
至
リ
タ
ル

ハ
、
実
ニ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ノ
功
ナ
ル
ト
ス

（

頁
）

。

58

観
念
を
明
瞭
に
し
た
後
、
言
語
を
表
出
す
る
教
育
法
の
考
案
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の

功
績
で
あ
る
、
と
す
る
。

教
育
ニ
シ
テ
、
若
シ
或
ル
符
号
ガ
事
物
ニ
、
現
象
ガ
実
事
ニ
一
致
ス
ベ
キ
方
法
ヲ

以
テ
施
サ
ル
ヽ
ト
キ
ハ
、
即
チ
此
ノ
教
育
ハ
真
ナ
リ
。
之
ニ
反
シ
テ
事
物
ヲ
第
二

ト
ナ
シ
、
符
号
ヲ
第
一
ト
ス
ル
所
ノ
教
育
、
即
チ
例
ヘ
バ
根
本
的
ノ
知
識
ヲ
與
ヘ

シ
ム
コ
ト
ヲ
務
メ
ズ
シ
テ
、
徒
ニ
言
語
ヲ
ノ
ミ
授
ク
ル
ガ
如
キ
ハ
、
真
ノ
教
育
ニ

ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ

（

頁
）

。

156

事
物
・
現
象
が
第
一
で
あ
り
、
符
号
・
言
語
は
第
二
と
す
る
の
が
「
真
ノ
教
育
」
で

あ
る
、
と
主
張
す
る
。

以
後
も

『
新
編
教
授
學

（
一
八
九
五
年
、
紅
梅
書
屋
）
六
二
頁

「
小
学
校
の
国

、

』

、

語
教
授

（
国
学
院
編
『
国
文
論
纂

〈
一
九
〇
三
年
、
大
日
本
図
書
〉
所
収
）
七
二

」

』

・
七
三
頁
等
で

「
外
界
」
と
の
「
交
際
」
に
よ
っ
て
観
念
を
得
、
そ
れ
を
言
語
と
結

、

合
さ
せ
る
こ
と
で
、
児
童
に
定
着
さ
せ
る
べ
き
と
の
持
論
を
繰
り
返
す
。

（

）
吉
田
（
一
九
八
三

、
参
照
。

）

15
（

）

「

」（

）

明
治
三
十
三
年
文
部
省
令
第

号

小
学
校
令
施
行
規
則

八
月
二
十
一
日
公
布

16

14

に
は

「
五
十
音
図
」
だ
け
が
掲
げ
ら
れ

「
い
ろ
は
歌
」
は
無
い
。

、

、

（

）
亀
井
孝
ほ
か
編
『
日
本
語
の
歴
史
７

世
界
の
な
か
の
日
本
語

（
一
九
六
六
年
、

』

17
平
凡
社
。
二
〇
〇
七
年
「
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
復
刊

「
平
凡
社
ラ
イ
ブ

）

ラ
リ
ー
」
版

～

頁
、
同
『
日
本
語
の
歴
史

別
巻

言
語
史
研
究
入
門

（
一
九

』

213

218

六
五
年
、
平
凡
社
。
二
〇
〇
八
年
「
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
復
刊

「
平
凡

）

社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
版

～

頁
、
河
野
六
郎
「
文
字
の
本
質

（

岩
波
講
座
日
本

」
『

66

69

語
８

文
字

〈
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
〉
所
収

『
河
野
六
郎
著
作
集

３

〈
一

』

。

』

九
八
〇
年
、
平
凡
社
〉
お
よ
び
『
文
字
論

〈
一
九
九
四
年
、
三
省
堂
〉
に
再
録
）
等

』

を
、
参
照
。

し
か
し
、
文
字
は

「
表
音
文
字

「
表
意
文
字
」
に
分
け
ら
れ

「
表
音
文
字
」
は

、

」

、

「
音
」
の
み
を
示
す
と
い
う
理
解
が
、
現
在
で
も
一
般
的
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
認
識
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

[

付
記]

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
前
期
・
学
部
一
年
生
対
象
授
業
「
教
養
ゼ
ミ
」
に
お
い

て
、
テ
キ
ス
ト
・
小
松
英
雄
『
い
ろ
は
う
た

日
本
語
史
へ
の
い
ざ
な
い

（
二
〇
〇

』

九
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
の
輪
読
中
、
受
講
生
か
ら
発
せ
ら
れ
た
疑
問
「
明
治
時

代
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
仮
名
の
字
母
表
が
伊
呂
波
か
ら
五
十
音
へ
置
き
換
え
ら
れ

た
が
、
そ
も
そ
も
何
故
変
更
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か

」
に
端
を
発
し
て
い
る
。

。

、

、『

』

吉
田
裕
久
先
生
に
は

ご
自
身
の
御
論
考
を
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に

讀
書
入
門

で
「
五
十
音
図
」
を
優
先
す
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
、
と
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま

。

、

、

、

し
た

ま
た

広
島
大
学
の
仁
科
陽
江
先
生
・
山
内
規
嗣
先
生
に
は

ド
イ
ツ
語
と

「

（

年
）
と
『
讀
書
入
門
』
と
の
発
想
の
近
さ

D
eutsche

Fibel
und

Lesebuch
1871

」

と
に
つ
い
て
、
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
剣
に
討
議
し
て
く
れ
た
受
講
生
の
皆

さ
ん
と
、
先
生
が
た
か
ら
の
学
恩
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
広
島
大
学
）


